
（２）「千曲市空き家等の適正管理に関する条例」における
「特定空き家等」の認定基準について ～認定基準の概要～

２．「千曲市空き家等の適正管理に関する条例（以下、条例と言う。）」と空家法の認定基準

条例 空家法

１．対象とする空き家 戸建て住宅又は併用住宅
（旅館、店舗などは含まない））

建築物等
（旅館、店舗なども含む）

２．認定基準（評価項目①~④） 調査票の「判定基準点」を占める「評価点合計」の割合

①倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態 45％以上50％未満 50％以上
②そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれの
ある状態 65％以上70％未満 70％以上

③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を
損なっている状態 65％以上70％未満 70％以上

④その辺の生活環境の保全を図るために放置することが
不適切である状態 65％以上70％未満 70％以上

３．緊急安全措置 所有者の同意があれば可能 できない

〇「空家等対策特別措置法（以下、空家法と言う。）」に基づき指導を行うためには、空家等の倒壊等の危険性が高く
なったり、周囲へ及ぼす影響が著しくなるまで待たなければならず早期に行政指導ができない。
〇空家法に基づき特定空家等に認定しても、代執行を行うまでの⾧期間、市民は空家等から生じる悪影響を受ける。

１．背景

〇倒壊等の危険性や周囲へ及ぼす影響が著しくなる前に対処することができる。
〇空家法に基づく「指導」から「行政代執行」までの間は危険性の除去などの対処ができないが、条例を策定し「緊急
安全措置」を設けたことで、条例に基づく「特定空き家」の認定「指導」を実施した後に所有者から措置を行うことに
ついて同意を得ることができれば、安全確保のための必要最低限の措置がとれる。

３．効果

資料２

特定空家等特定空き家等

※特定空き家等＝特定空家等予備軍



資料３
①外観調査

特定空家等 特定空き家等
（＝特定空家等予備軍）

空家等

②認定基準により分類

※外観調査では草木の繁茂により建物の
状況が確認できず、判定に影響する場合
もある。外観調査により、空家法の「特
定空家等」の認定基準に達した場合、空
家法に基づく立入調査を実施する。

④立入調査

特定空家等 特定空き家等
（＝特定空家等予備軍）

⑥認定基準により再分類

⑤再判定

③立入調査実施する旨
所有者へ通知

⑦協議会にて協議 ⑦審査会にて協議 利活用

⑧認定 ⑧認定

※協議会または審査会でご協議いただいた
結果を踏まえ、建設課で認定する。

（２）「千曲市空き家等の適正管理に関する条例」における
「特定空き家等」の認定基準について～認定の流れ①～

※空家法でも特定空家等でも認定
の考え方は同じなので、従来通り、
資料１のＰ41、Ｐ45のとおり判定
調査を実施する。

※立入調査の結果、空家法の「特定空家等」の基準を超えるのか、条例に基づく
「特定空き家等」の基準を超えるのか再度確認。基準に応じて協議会で諮るのか、
審査会で諮るのか決める。

※利活用を促します。


